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Today’s Japan 
～ Digital cameras ～ 

 
 
There is a long holiday in Japan called Golden Week 

that lasts from the end of April to the beginning of May. 
Many people use this long holiday to go traveling, and 
can easily enjoy taking photos if they have a digital 
camera. 

In 2010, 109.9 million digital cameras were shipped to 
consumers around the world, nearly 70% of which were 
made by Japanese manufacturers. There are many 
different types of digital camera on the market, some 
with special functions for taking clear shots even in dark 
places or for automatically sensing subject movement to 
take better shots, as well as some that are compact and 
lightweight. Digital cameras are becoming more 
affordable, which may be why more and more people can 
be seen walking through the streets with a digital 
camera in one hand, casually snapping photos. 

Recently, more cameras are being made in various 
colors such as pink or orange designs that were not 
available before, and camera bags and straps that used 
to be quite plain are appearing in more stylish versions. 
With all these changes, digital cameras are becoming 
even more popular. 

 

日本
に ほ ん

のいま 

～ デジタルカメラ
で じ た る か め ら

 ～ 
 

4月
がつ

末
まつ

から5月
がつ

初頭
しょとう

にかけて、日本
に ほ ん

には「ゴールデンウィーク
ご ー る で ん う ぃ ー く

」

と呼
よ

ばれる大型
おおがた

連休
れんきゅう

があります。連休
れんきゅう

を利用
り よ う

しどこかに出
で

掛
か

ける人
ひと

もたくさんいますが、そのような時
とき

デジタルカメラ
で じ た る か め ら

があ

ると写真
しゃしん

が手軽
て が る

に撮
と

れて楽
たの

しいものです。 

デジタルカメラ
で じ た る か め ら

は2010年
ねん

には1億
おく

990万
まん

台
だい

が世界
せ か い

に出荷
しゅっか

されま

したが、その7割
わり

近
ちか

くが日本
に ほ ん

のメーカー
め ー か ー

の製品
せいひん

だそうです。暗所
あんしょ

でもきれいに撮
と

れたり被写体
ひしゃたい

の動
うご

きを自動的
じどうてき

に捉
とら

えて上
う

手
ま

く撮
と

れたりといった機能
き の う

が装備
そ う び

されたものや、小型
こ が た

で軽量
けいりょう

なものが

様々
さまざま

発売
はつばい

されています。一方
いっぽう

価格
か か く

は比較的
ひかくてき

手頃
て ご ろ

になり、そのせ

いかデジタルカメラ
で じ た る か め ら

片手
か た て

に街
まち

を歩
ある

き、気軽
き が る

に写真
しゃしん

を楽
たの

しむ人々
ひとびと

が増
ふ

えています。 

最近
さいきん

はカメラ
か め ら

のデザイン
で ざ い ん

もピンク
ぴ ん く

やオレンジ
お れ ん じ

等
など

今
いま

までになか

ったような色
いろ

のものが増
ふ

え、また地味
じ み

なものが多
おお

かった

カメラバッグ
か め ら ば っ ぐ

やストラップ
す と ら っ ぷ

もデザイン性
で ざ い ん せ い

の高
たか

いものが登場
とうじょう

し

て、これらがデジタルカメラ
で じ た る か め ら

を一層
いっそう

親
した

しみ易
やす

いものにしている

ようです。 

 
 

Weather in Japan 
～ Chilly Cherry-blossom Season ～ 

 
Japan has four seasons.  According both to the 

general consensus and to meteorological concepts, 
March, April and May are regarded as spring; June, July 
and August are the summer months; September, October 
and November comprise autumn; and December, 
January and February are the months of winter. 

In March, the days begin to get warmer and nature 
starts coming back to life.  March is the last month in 
the school year and commencement ceremonies are held 
all across the country.  April, on the other hand, is the 
starting month for new academic and fiscal years, and 
enrollment or new semester start-up ceremonies are 
held in schools and companies. It is also a significant 
turning point for business people.  Welcoming 
ceremonies for newly hired people are held, and a 
general personnel shuffle usually takes place in this 
month. 

Cherry blossoms reach full bloom in April.  The 
weather, however, is quite changeable at this time of the 
year.  Sometimes the weather will suddenly turn cold 
again, just when the cherry blossoms are at their best. 
This is called hana-bie (chilly cherry-blossom season). 
You can often hear the TV weather reporters reminding 
viewers, “Don’t forget to dress warmly when you go out 
for cherry-blossom viewing.” 

There is another expression to describe the weather at 
this time: natane-zuyu.  This term refers to a long spell 
of light, and chilly rain in early spring when the 
blossoms of the colza (natane/nanohana) are in full 
bloom.  Sometimes there is a kisetsu-hazure-no-yuki 
(an unseasonable snowfall) and kan-no-modori (a return 
of cold weather), making one shiver with cold. 

Although warm spring days are actually just around 
the corner, one sometimes feels there is still a long wait 
before spring truly arrives.  It is at this time of the year 
that one must be especially careful not to catch a cold. 

 

日本
に ほ ん

の気象
きしょう

 

～ 『花
はな

冷
び

え』ほか ～ 
 

日本
に ほ ん

には四季
し き

があります。社会
しゃかい

通念
つうねん

・気象学
きしょうがく

では、春
はる

は3月
がつ

・

4月
がつ

・５月
がつ

、夏
なつ

は6月
がつ

・7月
がつ

・8月
がつ

、秋
あき

は9月
がつ

・10月
がつ

・11月
がつ

、冬
ふゆ

は12

月
がつ

・1月
がつ

・2月
がつ

です。 

3月
がつ

は寒
さむ

い冬
ふゆ

からしだいに 暖
あたた

かくなり、自然
し ぜ ん

が息
いき

を吹
ふ

き返
かえ

す

季節
き せ つ

です。日本
に ほ ん

では3月
がつ

が年
ねん

度
ど

がわりとされ卒業式
そつぎょうしき

、4月
がつ

には

入学式
にゅうがくしき

・始業式
しぎょうしき

、入社式
にゅうしゃしき

、人事異動
じ ん じ い ど う

など節目
ふ し め

の時期
じ き

でもあり

ます。 

4月
がつ

、 桜
さくら

の花
はな

も満開
まんかい

なのに『花
はな

冷
び

え』といって一時的
いちじてき

に寒
さむ

く

なることがあり、天気
て ん き

予報
よ ほ う

で、「お花
はな

見
み

に出
で

かける時
とき

は、厚着
あ つ ぎ

を

してお出
で

かけください」などと言
い

っているのを、よく耳
みみ

にしま

す。『菜種
な た ね

梅雨
づ ゆ

（なたねづゆ）』といって、ちょうど菜
な

の花
はな

が咲
さ

く

頃
ころ

に冷
つめ

たい小雨
こ さ め

が降
ふ

り続
つづ

いたり、『季節
き せ つ

外
はず

れの雪
ゆき

』や『寒
かん

の戻
もど

り』

などで、震
ふる

えあがったりします。 

春
はる

がそこまで来
き

ているのを感
かん

じながらも、まだまだ春
はる

は遠
とお

い

思
おも

いを抱
いだ

くこともあります。油断
ゆ だ ん

して風邪
か ぜ

を引
ひ

かないように気
き

を付
つ

けてください。 

 




